
リコールに納得が

行かない

成績照会

Scoring Inquiry

レース委員会がリコールの有無をビデオ等で

再確認、誤りがあれば成績を修正

救済の要求

審問にて誤りが

認められれば成績が修正

前回の振り返り

◆テーマ：スタート関連の知識、活用法

・レース運営とは

・スタートライン設定

・スタートまで の流れ、信号旗

・リコール

・大会と練習のギャップ

・まとめ

適切な手順を踏みましょう

◆提案

・時計を5分前で合わせる

→信号旗のルール覚えよう

・リコールを防ぐ

→時間と距離の使い方のルーティーン・パターンを作ろう

・大会と練習のギャップを減らそう

→練習内容を見直して大会を想定した練習も取り入れてみましょう

◆補足：リコール（UFD・BFD）に納得がいかない場合の対応

※ILCAの大会については所定の用紙を提出
大きな大会（国体、インターハイ等）では
org（ネット上の公式掲示板）から申請



第3回 レーシング講習会 概要

◆第3回 テーマ：コース変更知識・対応法

・コース設定

・コース変更とは

・コース変更時のコース間違い（NSC）を防ぐ

・コース変更時の戦略の考え方

・まとめ

本日のゴール：コース変更に適切に対応できるようになる

◆第3回担当

藤野 隼（ふじの しゅん）

主なレース運営実績

・2024関東選手権

・2025関東選手権

・2026ILCAジュニアユースチャレンジカップ

選手としてもILCA全日本などのレースに参加



コース設定

風軸と風速が設定要素です

◆主なコースの種類

・ソーセージコース

・トライアングルコース

・トラペゾイドコース：ILCA All Japan championship / 国スポ / インターハイなどにて採用

地方選手権などにて採用

◆設定要素

・角度：風軸を目安に設定

・距離：風速に応じて設定

【コース設定例（ソーセージコース）】

100m

50m

30m

◆距離：700ⅿから1400ⅿの間で風速に応じて設定

レース運営ヘルパーツール

（https://secure.kurozemi.net/index2.html）

にあるレース時間見積もりを参考に設定

◆角度（風軸）：風向変化の幅の中心
（例：風向170°～190°なら180°）

※風軸の左右からの時間差や強弱による調整や
今後の予想される変化を折り込んだ調整を
行うことがある

オフセットマーク

※オフセットマークについて

上マーク回航時の艇の衝突を防ぐ目的で設置

ＳIで有無を確認してコース間違いを防ぎましょう

https://secure.kurozemi.net/index2.html
https://secure.kurozemi.net/index2.html


コース変更とは

信号旗の情報を正確に読み取りましょう

◆コース変更（コースの次のレグの変更 RRS 33条）とは

(a) 新しい変更用マークを設置する

(b) フィニッシュ・ラインを移動する

(c)  風下マークを移動する

【目的】

・レース時間の調整（ターゲットタイムに合わせる）

→レグ長を増減する

・フェアなコースの形にする（イーブンな形）

→変化した風軸にマーク設定角度を合わせる
◆コース変更の流れ

下マーク

先頭艇

下マークボート

C旗

＋

OR OR 無し
スターボード側 ポート側

＋

＋ OR －
レグ長増 レグ長減

＋

OR 無し

クラス旗OR無し

連続した音響信号

＋
変更マーク

上マークボート
1.マーク変更の有無と内容の決定

2.上マークボートに変更マークの角度、距離を指示

3.下マークボートに信号旗の内容を指示

4.上マークボートは変更マーク設置に向かう

5.下マークボートは先頭艇が下マークに

近づいてきたら信号旗を掲揚

6.上マークボートは指示された位置に着き次第、

マーク設置

※注意点

・クラス旗掲揚の場合にはそのクラスのみが対象

・C旗掲揚の時点で変更マークが設置されている必要はない



コース変更時のコース間違い（NSC）を防ぐ①

下マーク回航は忙しと思いますがC旗の内容を正確に読み取りましょう

◆前提：SI（帆走指示書）の確認

・マーク、変更マークの確認

・コースの確認→オフセットマークの有無も忘れずに

◆コース間違いが起こりやすいパターン

①レグ長が伸びる場合

下マークボート

変更マーク

C旗

＋

＋
レグ長増

連続した音響信号

＋
C旗を見落とし

変更マークがオリジナル

マークより遠くにあるので

気づかずにオリジナル

マークを回ってしまう

下マークボート

変更マーク

C旗

＋

＋
レグ長増

連続した音響信号

＋

②特定のクラスだけコース変更する場合

＋

クラス旗

コース変更
されたクラス

コース変更
されていない

クラス

クラス旗の見落としや見間違い

によってコースを間違えてしまう



コース変更時のコース間違い（NSC）を防ぐ②

状況をしっかり把握してコース間違いを防ぎましょう

※ILCA All Japan ChampionshipsのSIより

【採用されている主な大会】

・ILCA All Japan championship

・国スポ

・インターハイ
5マークでリーチングフィニッシュ

◆コース間違いが起こりやすいパターン

③トラぺゾイドコース インナーループ 2マーク

2

2
変

1

4

3

C旗

＋

ポート側

連続した音響信号

＋

アウターループのグループにコース変更をかけた場合

オリジナル2マークと変更2マークの2つが設置

インナーループのグループが2マークを回る際

マークがどちらかわからなくなり

間違えてしまう

【クリッピング】

この例の場合は

オリジナル2マークを回航

※もし1マークでコース変更が

あった場合は変更2マークを回航



コース変更時の戦略の考え方①

考えてみてください

◆問
下記のような条件の風が吹いていた中でC旗が掲揚された場合どのようなコース取りが適切である可能性が高いですか？
・風向100°±15°（ブロー性で一気にシフトする）
・風速12ノット程度

下マーク

変更マーク
（85°設定）

C旗

＋

ポート側

連続した音響信号

＋

上マーク
（100°設定）

下マーク回航時点で
風向は85°



コース変更時の戦略の考え方②

コース変更された場合はコース引きも変更が必要になります。

◆コース変更の対応の考え方の例

変更マーク
（85°設定）

上マーク
（100°設定）

下マーク回航時点で
風向は85°

115°/70°

上マーク
（100°設定）

・変更前

風向変化：85°～115°

100°/55° 100°/145°

115°/160°85°/40°

85°/130°

風向/ヘディング

・変更後

115°/70°

100°/55° 100°/145°

115°/160°
85°/40°

85°/130°

70°/25°

70°/115°

風向変化：70°～100°

・下マーク回航時点ではイーブンなので海面をよく観察してどちらに行くか決める

・やってはいけないこと：115°の風を狙ってポートを走り続ける。その風は入らない可能性が高い



まとめ

本日学んだことをレースに活かしてもらえれば幸いです

本日のゴール：コース変更に適切に対応できるようになる

◆提案

・SIを確認しよう

→マークとコースのチェック

・C旗の情報を正確につかもう

→マーク回航だけに集中しないように

・コース変更に合わせてコース取りも変更しよう

→風軸の変化にあわせて風向の変化の幅も変わります

◆次回予告
コース短縮
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